
令和８年５月２６日 
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所 管 事 務 調 査 報 告 

 

 本委員会は、下記の事項について閉会中に所管事務調査を行ったので、会議規則第７７条の規

定により報告する。 

記 

 

調 査 日  令和８年４月２３日 

 

調査事項  スポーツ行政の現状と課題について 

 

調査内容  ①各スポーツ機関(大学・団体)や広域連携の状況について 

      ②子どもスポーツ文化未来基金の実績について 

      ③エアリアルプロジェクトの今後について 

 

調査方法  聞き取り 

 

調査内容の報告 

①各スポーツ機関（大学・団体）や広域連携の状況について 

北海道教育大学は平成 17 年 12 月、仙台大学は平成 19 年 10 月に相互協力協定を締結し事業

を進めている。生涯スポーツを通して住民の心と身体の健康促進を図るため、当時発足した総

合型地域スポーツクラブの育成や、子どもたちの体力向上、健全育成、タレント発掘育成プロ

ジェクトとの連携、エアリアルプロジェクトも同時期に始めた。 

協定締結に伴い、多くの大学関係者や学生が来町し、職員との人事交流を含め、スポーツ行

政に大きな協力をいただいた。また仙台大学とは健康づくりサポーター養成研修会を開催した

が、養成講座の運営において専門的知識や技術の定着、習得を完結させることが難しく、大学

側からの継続したサポート人材の確保が必要であるとの課題もあった。 

年に数回の来町では、事業としてなかなか定着せず、現在は具体的な事業連携はなくなって

いるが、定期的に大学を訪問するなど、相互協力ができる場合は動ける体制を維持している。 

 

②子どもスポーツ文化未来基金の実績について 

平成 25 年に基金を創設し、町からの負担金や寄付金をもとに、各競技団体やスポーツ少年

団、個人の大会参加料、遠征費、宿泊料に対し基準を決めて交付している。 

創設当初は基金保有高と支出のバランスが良かったが、令和 2 年に新型コロナウイルス感染

症の影響で利用が減少し基金保有高が増加したため、町負担金を減額し保有高の調整を図って

いる。 



その後、令和 6 年には全国大会出場にともなう支出が増大し、前年度対比二倍となったこと

により基金保有高が減少したため、令和 7 年度は交付基準を一部見直して運用を図った。枯渇

しそうな基金に令和 8 年度は町負担金を繰り入れて基金保有高を維持している。 

全国大会に出場する団体・個人が増えると支出が大きくなる傾向にあるため新しく基準を改

正したが、スポーツ文化未来基金運営委員会の中で、頑張っている子どもたちに柔軟に基金を

活用できるよう、保有状況を見ながら運用することとしている。 

 

③エアリアルプロジェクトの今後について 

  平成 17 年にエアリアルプロジェクト委員会が発足し、美深町ではトランポリンが盛んであ

ったことから、冬のフリースタイルスキーに種目転向して育成を図るため、アスリート発掘育

成を目的に種目団体や教育委員会と連携してプロジェクトを進め、21 年が経過した。この間、

２０年連続でエアリアルの全日本大会を美深スキー場で開催し、「美深町からオリンピック選

手を」を合言葉に活動をすすめてきた。 

  平成 30 年には平昌冬季オリンピック出場選手の事前合宿を受け入れ、日本人出場選手の他

にカナダ・スイス・ベラルーシ・イギリス・ドイツなど６か国の選手が美深町で合宿を行った。 

その後、美深町出身でワールドカップに出場する選手も輩出し、２０２６年には美深エアフ

ォース出身の五十嵐兄妹がミラノ・コルティナ冬季オリンピックに出場を果たし、プロジェク

ト発足２０年以来の念願を達成した。 

現在は美深町内の小学生３名と札幌市の子どもたちを育成指導しているが、エアリアル選手

の発掘においては、競技人口の増加と練習量を増やすためには夏場の対応が課題となっている。 

 

調査のまとめ 

大学との相互協力協定については、地域コミュニティ活性化促進事業などの補助金により、エ

アリアル、スポーツクラブ、大学生の合宿誘致、指導者の育成、高齢者への健康プログラムなど、

多岐にわたり取り組んできており、今後の進展を期待するものである。 

現在においては関りが少なくなってきている様子が伺える各協定締結大学とは、事務レベルの

関係者と交流をし、情報収集することで、地域の課題がどこにあるのかを検証し、新しい活動を

模索しながら、さらに部活動の地域移行の進捗も鑑み調整していく必要がある。 

こどもスポーツ文化未来基金は、スポーツ活動だけでなく文化活動を追加し、指導者養成研修

にも支援することで多面的・総合的に美深町のスポーツ振興と子どもたちのスポーツ・文化活動

に対する意欲を後押しできる基金となっている。 

現在の基金は町からの負担金が主なものとなっているが、創設当初の趣旨であった子どもたち

の未来を応援する寄付金の活用という面では、ふるさと納税による使途指定の寄付金が、子ども

スポーツ文化未来基金にどのように振り分けられているのか不明であるため町負担金との区別

と、更なる寄付金の確保対策を再考すべきである。 

エアリアルプロジェクトでは、発足から２０年という歴史の中で念願のオリンピック選手が誕

生したことは、これまで関わった全ての関係者の方々に敬意を表するものである。 

今後の課題となる選手育成では練習量の確保が重要となっており、出来るだけ早くシーズンイ

ンできるよう降雪機の必要性や夏場のトレーニングにウォータージャンプの施設整備を議論し



たが、いずれも諸問題を解決するには至らなかった。 

FIS（国際スキー連盟）公式であるエアリアルジャンプ台を有する美深スキー場として、冬季

オリンピックの札幌開催に大いに期待するところであり、それによって今後のプロジェクト存続

と発展に向けた取り組みに進展があるものと期待するところである。 

美深町のスポーツ行政全般において、人口減少と少子化により、指導者の確保やスポーツ少年

団では単独での存続が難しいという現状がある。 

希薄化している北海道教育大、仙台大学との相互協力協定のほか、JIS(国立科学スポーツセン

ター)、JOC(日本オリンピック委員会)、SAJ（全日本スキー連盟）など各機関との連携と交流を

密にし、より関係を深めていくことで、子どもたちのスポーツ・文化活動の維持と発展のための

指導者育成に努力することを望むものである。 

 

 

美深町こどもスポーツ文化未来基金年度別実績一覧 

年度 件数 収 入 支 出 決算額 

Ｈ２８ １４４ ４，６２３，６２８ ２，９４３，９７１ １，６７９，６５７

Ｈ２９ １３２ ５，２４７，００７ ２，６１９，６６５ ２，６２７，３４２

Ｈ３０ １４１ ５，７７１，７３２ ２，９２１，５３２ ２，８５０，２００

Ｒ元 １３８ ６，０３９，９２０ ２，２５９，６８３ ３，７８０，２３７

Ｒ２ ６２ ６，８０９，６７１ ６９０，９５３ ６，１１８，７１８

Ｒ３ ９７ ７，６４２，５５３ １，４３９，３４２ ６，２０３，２１１

Ｒ４ １６６ ６，８２３，２６１ １，９５３，６５８ ４，８６９，６０３

Ｒ５ ２１１ ５，９５２，７２５ ２，４５６，６５３ ３，４９６，０７２

Ｒ６ ２６３ ６，０２３，２９５ ４，９２５，６７０ １，０９７，６２５

Ｒ７ ２６１ ４，１３４，６１０ ２，３６０，４４３ １，７７４，１６７

 


